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	大事なお知らせ
	〇１０月の例祭は11日です

	妙　　福　　
	諸行無常なればこそ　
	生ある者は必ず滅し
	会う者は定んで離れ
	盛んなる者も必ず衰う
	だから地位も名誉も財産も
	家庭のまどいも健康も
	たしかなものは一つもなく　
	やがてはずべてかわりゆく
	うつろうものに惑わされ　
	かわる憂目に泣くよりも
	流転の中に　生きぬいて
	不幸を必ず幸いにする　仏の道を求むべし
	河内屋
	井出農園
	(株)三和建材
	長谷川石材店

	(株)岡村
	行事案内
	9月
	10月
	11月


	秋のお彼岸
	彼岸は、今までの自分と今の自分を見つめなおす期間です。
	手を引いてくれた祖母、無口だった父、よく笑っていたあの友人――皆様にも、思い出す顔がきっとあることと思います。
	そうした方々に想いを馳せることも、お彼岸の大切なひとときです。
	塔婆には、その方のお名前を記します。「元気にしてるよ」「ありがとう」――言葉にできなかった想いも、塔婆を通してそっと届けることができるように思います。
	心に浮かぶ顔の数だけ、建ててみませんか。
	また、ご自身のご先祖様だけでなく、どうか少しだけ、縁のない霊にも思いを向けてみてください。あらゆる世界に生きとし生けるものがあり、供養する人のいない霊も数多くいます。自分の先祖のことだけでなく、そうした存在にも手を合わせる。
	そこにもまた、大切な供養の心があります。
	手を合わせたとき、ご自身が、誰の、どんな恩恵を受けてきたのか、一つひとつ丁寧に考えてみてください。自分一人の力では到底ここまで来られなかったことに気づかされるはずです。
	塔婆供養という修行は、日々の感謝を思い出すことです。その感謝とは、足りないものを数えることではなく、すでに与えられているものに気づくということです。
	そう思えたとき、見える世界が変わってきます。
	この秋のお彼岸、ご先祖様と、そして名もなき御霊への感謝を込めて、
	ご自身の修行として、塔婆供養をお申し込みください。
	お申し込みについて
	同封の申込用紙にて９月10日までにお申し込み下さい

	十二日講例祭
	毎月十二日は、気軽に立ち寄れる例祭の日。 法話を聞き、皆さんでお経を唱え、塔婆供養や祈祷を行います。 　難しい準備や作法はありません。座って、聞いて、手を合わせるだけで大丈夫です。気になることがある方も、特に用事がない方も、少し心を整える時間としてお参りください。日常を少し離れるだけで、気持ちが軽くなることもあります。 　どなたでもお参りいただけます。 小塔婆　　三百円 大塔婆　　三千円 祈祷　　　お布施 参拝のみ　お布施


	万灯奉納
	本年も万灯奉納の季節がやってきました。万灯奉納とは、賑やかに太鼓を打ち鳴らし、纏を振りながら練り歩いて、由緒あるお寺にお参りし、感謝の気持ちを伝える伝統行事です。平たく言えば「お祭り」です。子供から大人まで楽しい雰囲気でお参りできますので、ぜひご参加下さい
	片瀬　龍口寺
	9月12日(土)18時30分
	妙福寺出発

	身延山　久遠寺
	10月12日(月)10時00分　
	妙福寺出発
	11月15日(日)17時30分　

	三浦　円徳寺
	妙福寺出発
	11月18日(水)18時00分　

	相模原　顕正寺
	妙福寺出発

	参加ご希望の方はお電話にてお申込み下さい
	お待ちしております！
	境内清掃
	　十月三十一日(土)、第二回目の境内清掃・花作りを行います。
	近年は参加者が減り、植栽も少なくなったとはいえ、それでもなかなか骨の折れる作業です。コルセットやアンメルツをお守り代わりに、ご参加くださる方々もいらっしゃいます。
	　お寺を綺麗にするその姿は、まさに修行そのものです。その姿を、仏様も、皆様のご先祖様も、きっとご覧になっています。
	　ご無理のない範囲で……いえ、ほんの少しだけ無理をするくらいが、修行にはちょうど良いのかもしれません。
	　境内を綺麗に整え、御会式を迎えたいと思います。皆様のご参加・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。



